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№74 

校長 渡邉 幸二 

今年度、浜田小学校で取り組んでいく働き方改革の方向性を、遅ればせながらつくっ

てみました。ご意見･感想などの反応があると嬉しいです。 

ミッション 本業集中～日々の授業の充実のために(授業ファースト) 

目標 

① 県プロジェクトチームによる｢働き方改革の取組み手引き｣を参考に実践を
進める。 

② 出退勤表による時間外 ・５０時間/月 以上の職員を５０％以内に 
                ・職員の平均を４０時間/月以内に 

ターゲット プロジェクトの方向性 

Ａ 

 
地域行事･地域活動 
（座禅会、甚句流し、ラジオ体操等） 
 
＊公益･貢献活動（灯篭まつりなど） 

 休日にあるものは、平日開催をお願いする。 
 平日開催の場合は参加を考慮するが、できる限り地域
でできるものは地域にお任せする。 

 地域･人材等を知る上で重要なものについては、希望
制･輪番制などで対応する。 

＊公益･貢献活動については、できる限り実施日後すぐ
に代替休を設けるなどして対応する。 

地域の会議･懇談会･懇親会等  
(体育振興会･教育振興会･同窓会等 ) 

 休日にあるものは、平日開催をお願いする。 
 できる限り地域でできるものは地域にお任せする。どうし
ても出席の必要があると認められる場合は管理職（担
当者）が出席する。 

Ｂ 体育大会 
(小体連、市水泳大会、市民体育祭 ) 

 小体連の大会については、できる限り実施日後すぐに
代替休を設けるなどして対応する。市の大会について
は管理職･担当者を中心に対応する。 

Ｃ  

ＰＴＡ懇談会･懇親会等  

 何が減らせるか理事会で検討してもらう。地区子ども会
についても、教員は原則参加しない方向ではどうか。ど
うしてもという地区には管理職が対応する。 

 懇親会については、今後、休日は開催しないように、９
月の理事会で働きかける。回数についても前例ありき
ではなく、必要最低限にする方向でお願いすると共に、
費用負担についても考えてもらう。父会･母会について
は開催しない方向でお願いしていく。 

 懇談会については、前例ありきではなく、必要なときに
タイムリーに開催する方向でお願いする。(特に生徒指
導上の問題発生時など) 

 歓送迎会はＰＴＡ幹事で対応してもらう。 

ＰＴＡレク･研修会等 (自転車教室など) 

 レクレーション等の学年活動は、前例ありきではなく、ね
らいや費用負担などを十分に考慮し、必要最低限に
する方向でお願いする。 

 教員の参加の必要性があれば対応する形を原則にで
きるように、９月の理事会で働きかける。 

ＰＴＡ専門部活動 

 前例ありきではなく、必要最低限にする方向でお願い
すると共に、教員の出席についての必要性を検討して
もらい、どうしても参加が必要な場合は輪番制など教
員の負担が少なくなる方向で対応してもらう。 

 文書のやり取りで済むものがないか見直しを図る。会議
もできる限り日中開催、コミセン開催をお願いする。 

 休日開催のものについては欠席させてもらう。 

Ｄ  その他の学校関係の業務 

 職員は自分の携帯番号等は保護者に知らせない方向
でできないか。知らせる必要がある場合も、最低限の
役員等に限るようにし拡散を防ぐ。 

 夜間や休日に保護者が連絡を取りたい場合に対応で
きるシステムを考える。具体的には、管理職の携帯に
専用のメールアカウントを作り、保護者に周知するか、
市教委が管理職用携帯を貸与するなど。 

 学級やＰＴＡ関連、校務関連の印刷、その他掲示･展
示業務などについては、スクールサポートスタッフが配
置されるまでは、事務補助の方にお願いする。 

 

働き方改革プロジェクト 
本業に集中できるシステムに 

 

 



これはあくまでも試案です。こうする、こうなったという決定事項ではありません。

他にご要望はありませんか？みなさんからご検討いただき、可能と思われることから実

現していきたいと思います。 

５年後、１０年後を見据えて 

たとえば、ＰＴＡの活動については、保護者のみなさん

がかなりがんばっている学校であると思います。しかし、

２００名を超える児童数であるのは来年度までです。そ

の後はどんどん減って、１０年後はおそらく１５０人前

後の単学級です。家庭数も１００ちょっと･･･。ＰＴＡの

組織･運営だって考えなくっちゃいけない。まして、今後

は｢ＰＴＡ任意参加｣が当たり前になってくるかもしれないのです。保護者だってワーク

ライフバランスを考えなくては、ちゃんとした子育てができない、子どもときちんと関

われないと思うのです。つまり、現状維持は絶対に無理です。今のうちから常に、目先

のことと少し遠い将来のことを考えながら物事を進めていかなければならないと思う

のです。 

この｢教員の働き方改革｣の流れは、学校が抱え過ぎて

いた業務を見直し、本来の業務に集中できるように…と

いうのが本流だと思います。もちろん、先生方の業務内

容を見直し時短を図り、ワークライフバランスを担保す

るというねらいもありますが、おそらくそちらをメイン

に主張しても、保護者・地域の理解を得にくいと考えた

方がいいと思うのです。 

さて、もしうまく働き方改革が実現していったとしま

しょう。そして、本業に集中できるような環境になった

としたら、学校ではどんな教育が展開される、できるよ

うになるのでしょう。私の勝手な想像ですが、今の浜田小学校で展開されつつあるクリ

エイティブな授業づくりに、多くの資源(時間･人･物･予算など)を使えるようになると

思います。主体的･対話的な学び合いが毎時間のように展開され、子どもたちが探究的

に深く学んでいく････これまでは(本業･本務でないこ

とが)忙し過ぎてできないと言っていたことに時間や気

持ちを向けられるようになると思います。そんな素敵な

学びが日々展開される教育は理想です。そのためにも、

まずはこのプロジェクトを今年のうちに少しずつ推進

していきます。 

 

 


